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農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

(25) 他事業職員との連携によるメイン強化先同行訪問の取組み 

ＪＡバンク鳥取（鳥取県） 

 

新規 継続 

 
○ 

（平成 22年 4月） 

 

1 動機 

（経緯） 

農業者の規模・経営形態・金融ニーズは多様化しており、ニーズを的確に捉え、

より専門的で高度な農業金融サービスの提供や相談対応等が要求されています。 

ＪＡグループの総合事業体としての強みをフルに発揮し、担い手経営体との信頼

関係の構築、担い手経営体の利用率向上を図る取組みが急務となっています。 

2 概要 信連農業金融センター職員およびＪＡ本所金融担当職員が主体となり、営農部門

職員（ＴＡＣ、営農センター）と一緒に担い手経営体を訪問し、担い手農家の資

金ニーズや、営農事業を含めた総合的なニーズ（営農技術の向上、ＪＡ他部門へ

の意見・要望等）を的確に把握し対応しています。 

信連農業金融センター職員およびＪＡ本所金融担当職員が訪問情報記録を作成

し、当該ＪＡの支所（店）や営農部門との情報共有を図りました。また、年 2 回

の実績検討会（信連とＪＡの信用・営農部門合同）にて訪問実績の報告、今後の

対応・方針等を検討しています。 

3 成果 

（効果） 

営農部門職員（TAC・営農センター）との連携による訪問活動を通じ、担い手の様々

な資金ニーズに対応できました。 

ＪＡ毎に年 2 回の実績検討会（信用部・営農部門合同）の開催により、訪問状況

および訪問先のＪＡに対する意見・要望等を共有することで、共通認識をもって

資金対応および営農指導を図ることができました。 

4 今後の予

定（課題） 

信用・営農部門職員（ＴＡＣ、営農センター）による同行訪問を継続し、担い手

農家の資金ニーズに加え、営農を含めた総合的なニーズ（営農技術の向上、ＪＡ

他部門への意見・要望等）に対応します。 

営農部門等に対し、農業メインバンク機能強化に対する意識醸成、連携体制を強

化を目的とした取組説明（農業メインバンク機能強化の取組みの重要性、ＪＡ内

事業関連携の必要性等）を継続します。 

農業融資に関する知識習得を目的に、ＪＡ融資担当職員に対する県域集合研修「農

業融資研修会」の開催、担い手への対応力強化のための「担い手金融リーダー会

議」を予定しています（各 1回/年）。 
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